








要約 

札幌市では 10 年間に 147,549 人の乳児について神経芽細胞腫のマス・スクリーニングを行

ない 27 例の本患者を発見,治療した。陰性群からこの間 7例の患者がのちに発病しており,

鋭敏度は平均で 79.4%であった。陰性群からの発病例は予後の悪いものがほとんどであり,

これらに対して何らかの対策を研究していく必要があるものと考えられた。自然退縮例を

予め予知しうるかを探るために手術までに複数回検査した症例について尿中 VMA,HVA の推

移とその組織分類を検討したが一定の傾向を得るに到らなかった。 

発病時に VMA,HVA ともに上昇しなかった例で腫瘍細胞を電顕的に観察したところ有芯小胞

が確認された。従って,陰性例においてもカテコールアミン産生は行なわれており量的な問

題であると思われた。 


